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アパレルサプライチェーンの構造
 複数のプレイヤーが存在しており、多段階・多ルートの複雑なサプライチェーンとなっている。
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海外調達を含むアパレルサプライチェーンにおいて、共同化・効率化の余地は多数存在
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本事業提案における問題意識

 現状、各アパレルの輸配送は、個別に実施。生産量やスケジュールのバラツキ、多方面への店別配分等のた
め、配送当たりの物量は少なく、積載率が低い状態で実施されている

 結果として商品当たりの物流コスト負担が大きくなる

 輸配送面の効率を高めるために、複数アパレル企業の荷量を集約し、積載率を高めることで物流コスト負担
の軽減を図る。その実現のためには情報連携が不可欠。

目指す姿

現状

A社
店

物流
拠点 店

店

B社
店

物流
拠点 店

店

C社
店

物流
拠点 店

店

A社 方面別共配 店

物流
拠点

店
店

B社
店
店
店

C社
店
店
店

方面別共配

個別配送

・・・拠点等リソース共有企業横断
型での
荷量集約

情報連携/協調

荷量が増加
することで、
最適地(港)輸送
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目指す姿（サービス概要）
[A]コンソリ [B]多段階解消 [C]物流ルートの最適化による課題解決
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共同配送共同配送

B：多段階解消

A:コンソリ

輸送距離の短縮化C：物流ルートの最適化



アパレル業界共同物流モデル
個別システム

構築対象システムイメージ
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システム
利用者システム

利用者システム
利用者

SIP基盤の仕様に合わせる
（要素技術＋ガイドライン採用）

＋
SIP基盤の利用(クラウド利用)

別モデル

企画

生産 MD

企画内容
(縫製仕様)

生産計画／
出荷指図

店別配分／
投入時期

PaaS層
(SIP基盤)

業種PF

一括配送システム

各プレーヤーの情報から物流最適化の
ための調整
・コンテナ積載
・船舶マッチング
・輸配送先調整
・積載実績／輸送状況 ・・・等

参照
登録
変更

・Data変換
・I/F
・伝送制御
・セキュリティ

個別システム

各プレーヤーの情報を収集
・商品情報
・検品結果／出荷可能数
・商品(パッキン)数
・仕分／配送方面・店舗
・希望配送スケジュール
・輸送スケジュール
・コンテナ充填状況
・コンテナ確保状況
・積載実績／輸送状況

・・・等
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社会実装の実現ステップ

Ridgelinez CONFIDENTIAL 
Copyright 2020 Ridgelinez Limited

5

•事業主体企業及び5社程度の利用企業に
よる実証、事業サービスモデルを確立
⇒確立したサービスを実ビジネス

して利用企業に対して提供
※22年末時点では、実証参加企業の継
続利用を想定

•事業主体企業が提供するサービスの業
界内に周知し、利用企業の拡大、業界
内におけるサービスモデル利用による
効果の増大を図る

•中小アパレルの利用・展開を想定

•事業主体企業のサービスの拡充
•他の主体企業の出現による業界内サー
ビスの競争による価格・品質的な競争
力の向上

•利用企業に対する選択肢の拡張、同様
のサービスの利用拡大を図る

第1段階 第2段階 第3段階

1st 事業立ち上げ 2nd 業界内周知・利用拡大 3rd サービス拡充・普及

事業モデル策定
・業務プロセス
・業界PF・システム

→ 社会実装

15社

30社

5社 業界内プロモーション
中小アパレルの利用・展開
事業主体の追加

→業界内競争による
価格・品質的競争力
向上

各事業主体による
サービス拡充

業界内普及による
事業安定化

→外部性による
利用効果の向上



期待される経済効果
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[A] 企業の枠を超えて
荷物を集約

[C] 最短ルートの選択

[C] 国内物流距離の短縮化[A] 荷量集約による物流の効率化

[B] 店別梱包による国内物流作業削減

X社

Y社

Z社

Z社Y社X社

物流拠点 店舗海外生産 海外物流拠点 アパレル倉庫（輸送）

a店

b店

c店

倉庫倉庫

倉庫
[B] 国内物流の
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【最適地輸送】
・コンソリによる積載率向上は、国内各大都市圏への

輸送を可能とする。それにより長距離輸送が減少し、
労働環境の改善やCO2削減に貢献

【海外輸送】
・コンソリデーション実現による積載率改善：60％→75％
・コンテナ数削減 ： 約22,000本 → 約17,500本

[海外輸送費用]
17,500×15万円＝約26億円/年 ⇒ 約7億円/年の削減

【国内配送】
・共配等による積載率改善(店舗配送)：60%→80%
・車両台数削減 ： 30,000台 → 24,200台

[国内配送費用]
24,200×66,300円＝約16億円/年 ⇒ 約4億円/年の削減

6



研究開発計画(仮)

21 22 23
10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

(1)
事業運営

(2)情報共
有基盤の要
件定義と研
究開発

(3)実証
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事業計画
策定

海外からの共同配送実現のための業務
及び情報共有モデル設計

最適地輸送実現に向けたモデル設計

社会実装に向けた課題整理

事業主体選定 事業計画の検討・策定 社会実装事業化準備
検討結果
まとめ

社会実装・事業化
契約

海外共同配送モデル向けシステムの研究開発

最適地輸送実現に向けたシステムの研究開発

海外共同配送モデル

最適地輸送モデル
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